
   

シュンランが咲き始めました  2024/3/22撮影 
 

春は足踏みしていますが 里山では 山野草が着々と 開花の準備を進めています 

里山で 春一番に咲く シュンラン(春蘭)/ラン科シュンラン属 が咲き始めました 

 
 

いろいろな野草が 発芽し 花芽を付け 咲き始めています 

 

ヒトリシズカの花芽         ジュウニヒトエの花芽      ナツトウダイの花芽 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ウグイスカグラの花        クサイチゴの花        アサザの復活を期待 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
林床のあちこちに点在しているが 

根元から立ち上がる細い硬い葉に 

覆われているので 目立ちにくい 

部分的菌従属的栄養植物で 

光合成以外に 腐生菌と外生菌根菌から 

栄養を受けており 開花まで５～１０年 

かかる場合もあると言う 

 
一人静/センリョウ科/チャラン属   

花弁がなく 白いブラシ様の花が 

立ち上がる様を｢静御前｣に例えた 

 
十二単/シソカ科/キランソウ属 

淡紫白色の花びらが段々状に咲く

様を ｢十二単衣｣に例えた 

夏灯台/トウダイグサ科/トウダイグサ属 

赤い３つの三日月状の｢蜜腺｣の中央 

に花が咲く 

 
鶯神楽/スイカズラ科/スイカズラ属   

この里山で春一番に咲く小さい花。 

鶯が隠れ易い｢鶯隠れ｣から転じた 

 
草苺/バラ科/キイチゴ属   

樹高が低く 草本に見えるが｢木本｣。 

雌蕊、雄蕊が多数密集する。 

 
浅沙/ミツガシワ科/アサザ属   
｢あさざ池｣の泥が撤去され、アサザ 

の復活、開花が期待されている 


